
○各指標項目ごとの達成状況

NO 指標項目 進捗状況 R2事業実績 新計画への対応・考え方 関係課室等

男子 85.4% －

女子 84.7% －

△

男子 79.4% －

女子 83.7% －

4
小中学校における農業体験
の延べ実施回数（回）

◎
○「食育推進一校一実践」における栽培活動等の農業体験の充実を
図るため、各種研修会等で周知
○地元生産者等と連携した農業体験の実施（各市町村）

各校の「食育推進一校一実践」が充実した取組となるよう各種研修
会等で実践事例として周知する。

保健体育課
市町村

5
県民（20歳以上）の1日の
塩分摂取量（g）

－

○様々な機会をとらえた啓発
・保健所の出前講座等の事業
・栄養なんでも相談事業
・栄養士、調理師、食生活改善推進員に対
　する研修　等
○「やまなししぼルトメニュー例集」による周知
○「やまなししぼルトメニュー」販売整備事業の実施

※「県民栄養調査」は令和2年度も不実施となった。

○H26県民栄養調査の結果では改善傾向にあるが、更なる食環境整
備が必要である。
しぼルトメニュー販売整備事業や出前講座等により、引き続き食環
境整備を推進していく。

⇒第4次計画の目標指標

健康増進課

6
運動や食生活等の生活習慣
の改善に取り組んでいる人
の割合（40～59歳）（5%）

○

○様々な機会をとらえた啓発
　・保健所の出前講座等の事業
　・栄養士会委託事業「栄養なんでも相談事業」
　・栄養士、調理師、食生活改善推進員に対する研修　等

生活習慣病の発病リスクが高い働く世代を中心に普及啓発を図る必
要がある。
やまなし健康経営優良企業認定制度に取り組む企業への支援や出前
講座等、様々な機会を捉えた普及啓発に努めていく。

⇒第4次計画の目標指標

健康増進課
市町村

1
朝食を毎日食べる子ども
(中学校3年生)の割合（%）

【参考指標】
年1.0%増

85.8%

10.5g

36.8%

令和元年度
実績

86.4% 87.4% 88.4% 89.4%

84.0% 83.2%

79.3%

【参考指標】
年1.3%増

81.4% 82.7%

83.0% 84.2%

90％以上

81.5%

39.7%

90％以上

3,739回

【参考指標】
年1.1%増

80.6% 81.8%
【参考指標】

年1.2%増
85%以上

80.1%

4,851回
（達成）

84.0% 84.3% 84.6% 84.9%

4,763回
（達成）

3,721回

85%以上

－ －－

78.8%

平成28年度
実績

82.6%

83.6%

74.4%

77.0%

施策区分

1
生活の場面やライフス
テージに応じた切れ目
のない食育の推進

策定時
(H26)

2
朝食を週5回以上食べる若
者（20歳～39歳）の割合
（%）

3
家族と毎日、夕食を食べる
子ども（小学校6年生）の
割合（%）

【参考指標】
年0.3%増

数値目標
(R2)

90%以上

90%以上

85%以上

85%以上

82.4%

4,289回
（達成）

－

41.9%

平成29年度
実績

平成30年度
実績

令和2年度
実績

83.5%

78.6%

78.4%

84.2%

84.2%

79.5%

50.2%
（達成）

85%以上

3,800回以上

8.0ｇ未満
（R4）

50%以上

77.6% －

48.8%

－

81.8% －

3,837回
（達成）

49.3%

◎：目標を達成している項目   ○：順調に進捗している項目　　△：進捗が遅れている項目　　－：評価できない項目

第３次やまなし食育推進計画に係る数値目標の進捗状況（令和２年度）

健康増進課
保健体育課

健康増進課
市町村

健康増進課
保健体育課

84.0% 85%以上

84.6% －

75.5% 76.7%

80.1%

86.9% 88.0% 89.1%

○子どもだけでなく家庭や地域等への正しい知識の情報提供が必要
であり、食育教室や出前講座等、幅広い年代を対象とし、様々な機
会を捉えた普及啓発に努めていく。
○「食育推進一校実践」の充実をさらに図る必要があるため、栄養
教諭、学校栄養職員等の資質の向上を求める。
「チームとしての学校」の考えの下、学校職員全体で、食育の推進
に取り組むことができるよう、研修会等の在り方を検討する。

⇒第4次計画の目標指標

○子どもだけでなく家庭や地域等への正しい知識の情報提供が必要
である。
○「食育推進一校実践」の充実をさらに図る必要があるため、栄養
教諭、学校栄養職員等の資質の向上を求める。
「チームとしての学校」の考えの下、学校職員全体で、食育の推進
に取り組むことができるよう、研修会等の在り方を検討する。

○様々な機会をとらえた啓発
　・保健所の出前講座等の事業
　・栄養士会委託事業「栄養なんでも相談事業」
　・栄養士、調理師、食生活改善推進員に対する研修　等

生活習慣病の発病リスクが高い働く世代を中心に普及啓発を図る必
要がある。
やまなし健康経営優良企業認定制度に取り組む企業への支援や出前
講座等、様々な機会を捉えた普及啓発に努めていく。

⇒第4次計画の目標指標

－

○様々な機会をとらえた啓発
　・保健所の出前講座等の事業
　・栄養士会委託事業「栄養なんでも相談事業」
　・栄養士、調理師、食生活改善推進員に対する研修　等
○栄養教諭等を対象とした研修等の実施
○県下公立小中学校において「食育推進一校一実践」に取り組む

※新型コロナ感染症の影響により令和2年度「山梨県新体力テス
ト・健康実態調査」は不実施となった。

○様々な機会をとらえた啓発
　・保健所の出前講座等の事業
　・栄養士会委託事業「栄養なんでも相談事業」
　・栄養士、調理師、食生活改善推進員に対する研修会　等
○栄養教諭等を対象とした研修等の実施
○県下公立小中学校において「食育推進一校一実践」に取り組む
（20回）

※新型コロナ感染症の影響により令和2年度「山梨県新体力テス
ト・健康実態調査」は不実施となった。
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NO 指標項目 進捗状況 R2事業実績 新計画への対応・考え方 関係課室等
令和元年度

実績
平成28年度

実績
施策区分

策定時
(H26)

数値目標
(R2)

平成29年度
実績

平成30年度
実績

令和2年度
実績

7
学校給食における地場産物
の使用割合（食材ベース）
（%）

－

○市町村教育委員会学校給食担当者対象の説明会における地場産物
の活用促進の依頼(書面開催）
○栄養教諭、学校栄養職員対象の研修会における地場産物活用の教
育的効果についての講義、先進的な取り組みの紹介

※例年、文部科学省で実施している「学校給食栄養報告」による調
査が新型コロナ感染症の影響により不実施となった。

食育月間や学校給食週間を中心として地場産物を活用した給食を県
下全域で実施する。
地域の生産者や販売所と連携した、地産地消のための情報共有を推
進する。
学校給食における年間を通じた地場産物の活用と、教科や給食時間
中の食育指導において、地場産物を効果的に用いるための研修会を
工夫する。

⇒第4次計画の目標指標（金額ベースに変更）

保健体育課

8

山梨県食育推進協議会の構
成団体が実施する「伝統的
な料理や作法を継承し伝え
る活動」の参加人数（人）

◎

○郷土食の講習会や料理教室を実施した。
○クックパットを利用し、郷土食の作り方を掲載した。
○栄養士会における山梨の郷土食のＨＰでの紹介

※新型コロナ感染症の影響で、料理教室や講習会等が開催できない
代わりに資料配付を多数へ行ったため、実績は増加。

「やまなしの食」料理教室の実施、SNS等での発信を行い、若い世
代への継承に取り組む。
「やまなしの食のデータベース化」に取り組み、クックパットへの
掲載数を増やし、アクセス数の増加を図る。

県民安全協働課
健康増進課

9
食育推進応援団の登録件数
（事業所）（件）

◎
○食品製造業者への募集チラシの配布やＨＰでの応援団募集の周知
○個別での登録の働きかけを実施し、7事業者が新規登録
○登録事業者の取組状況のＨＰでの紹介

引き続きHPで情報公開やチラシによる周知を行い、新たな登録者が
増えるように取り組む。
食育インスタグラムの開設により、応援団の活動を県民へ周知し、
応援団の知名度を高める。

⇒第4次計画の目標指標

県民安全協働課

10
食育推進ボランティア（食
生活改善推進員を除く。）
の登録人数（人）

◎

○学生へのボランティア養成講座
　・山梨学院短期大学　6月233名
○学生ボランティア等による保育所等での食育活動はコロナのため
不実施

大学と連携し、保育所等への学生ボランティアによる食育活動とし
て定着しており、今後も継続して実施していく。
今後はコロナ感染症の拡大を踏まえ開催方法を検討していく。

県民安全協働課

11
食育月間中に市町村食育推
進計画に基づき市町村が実
施する啓発活動数（件）

△

○国の食育月間実施要綱に基づく、月間中の集中的な取り組みの実
施の周知
○優良事例のＨＰ（国）での紹介
○市町村において、パネル展示、各種料理教室、農業体験等実施

※新型コロナ感染症の影響により減少

引き続き、国の食育月間実施要綱に基づく、月間中の集中的な取り
組みの実施の周知。優良事例のＨＰ（国）での紹介。

県民安全協働課
市町村

△

○推進計画における数値目標に対する進捗状況

－

【参考指標】
年427件増

10,721件 11,148件 11,575件

13,361人

25.7%

138件
（達成）

13,822件
（達成）

23.6%

297事業所
（達成）

1,759人
（達成）

300事業所
（達成）

1,665人
（達成）

195件
（達成）

10,823件

155件
（達成）

27.5%

12

286事業所
（達成）

1,817人
（達成）

140件
（達成）

10,336件

10,294件

275件以上

地産地消の推進や生産
者と消費者の交流の推
進、食文化の継承

3

2

1,284人

109件

249事業所

30%以上

14,000人以
上

31.7%
（達成）

13,998人 12,068人
16,550人
（達成）

4
食品の安全性や栄養等
の食生活に関する情報
の提供

12
食の安全・安心ポータルサ
イトへのアクセス数（件）

食育県民運動の展開

計

構成比(%)

33%

25%

9,867件

区　分

　目標を達成している項目

3

4

11,589件

33%

　進捗が遅れている項目

　評価できない項目

100%

項目数

4

県民安全協働課

310事業所
（達成）

1,512人
（達成）

12,000件以
上

12,000件以
上

　順調に進捗している項目 1 8%

27.0%

13,795人

1,400人以上

120件以上

随時内容を更新し、かいじ号やくらしの情報、講習会等でサイト周
知を行ってきたが、アクセス数が伸び悩み目標を達成できなかっ
た。
今後は、掲載内容の検討や、食育インスタグラムを活用した周知等
を併せて行っていく。

⇒第4次計画の目標指標

91件

6,978件

79,292人
（達成）

318事業所
（達成）

1,438人
（達成）

かいじ号やくらしの情報、講習会等でサイト周知。
自主回収情報等随時更新を行った。
【ポータルサイトサクセス数内訳】
　トップページ（PC)：3,076件
　トップページ（ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ）：118件
　自主回収情報ページ：3,784件


